
090091 ユーラシアの地政学としてのソヴィエト建築学

る
時
期
以
降
、
ソ
連
建
築
学
界
に
お
い
て
は
、
建
築
に
お
け
る
「
民

族
的
な
も
の
」
の
探
求
が
、ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
展
開
さ
れ
た
。ユ
ー

ラ
シ
ア
規
模
と
い
う
の
は
、第
一
に
、そ
う
し
た
探
求
に
お
い
て
は
、

広
大
な
ソ
連
に
暮
ら
す
諸
民
族
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
主
体
的
な
参
加
者

と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、
そ
う
し
た
探
求
に
お
い
て
は
、

ロ
シ
ア
と
そ
の
近
接
地
域
（
と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ビ
ザ
ン
ツ
）

の
相
互
関
係
が
問
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
ソ
連
で
提
起
さ

れ
た
問
題
関
心
が
、
国
境
を
越
え
て
社
会
主
義
圏
に
波
及
し
、
と
り

わ
け
中
国
に
お
い
て
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

広
大
な
大
陸
に
暮
ら
す
諸
民
族
の
関
係
が
、
歴
史
や
文
化
の
次
元

で
問
わ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
建
築
学
に
は
、
い
わ
ば

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
地
政
学
と
い
う
側
面
が
あ
っ
た
。
本
稿
の
目
的
は
、

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
建
築
学
界
に
お
け
る
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模

で
の
「
民
族
的
な
も
の
」
の
探
求
が
、
い
か
な
る
背
景
を
も
っ
て
い

た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
り
わ
け
三
つ
の
局
面
か
ら
光

を
当
て
る
こ
と
で
、
ソ
連
建
築
学
界
に
お
け
る
「
民
族
的
な
も
の
」

の
探
求
が
、ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。

第
Ⅰ
章
で
取
り
上
げ
る
モ
ス
ク
ワ
の
全
連
邦
農
業
博
覧
会
は
、
ソ
連

の
諸
共
和
国
に
生
き
る
人
々
に
と
っ
て
、「
民
族
的
な
も
の
」
と
は

何
か
と
い
う
問
題
が
、建
築
の
分
野
で
問
わ
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。

第
Ⅱ
章
で
取
り
上
げ
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
復
興
は
、
諸
民
族
の
う
ち
、

と
く
に
ロ
シ
ア
人
に
と
っ
て
、
建
築
上
の
伝
統
や
、
そ
れ
に
対
す
る

近
接
地
域
の
影
響
が
問
わ
れ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
第
Ⅲ
章
で
取
り

上
げ
る
北
京
改
造
は
、
中
国
都
市
史
上
の
文
脈
と
は
別
に
、
ソ
連
建

築
学
界
で
提
起
さ
れ
た
問
題
が
、
国
境
を
越
え
て
波
及
し
て
い
く
ひ

と
つ
の
事
例
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
第
Ⅰ
章
に
お
け
る
分

析
を
中
心
と
し
、
第
Ⅱ
章
、
第
Ⅲ
章
の
分
析
は
概
観
に
留
め
る
。

ソ
連
建
築
学
の
研
究
史
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
百
花
繚
乱
状
態

を
高
く
評
価
し
、
そ
の
後
に
生
じ
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
指
導
部
と
そ
の

意
を
受
け
た
建
築
家
に
よ
る
公
定
ス
タ
イ
ル
の
押
し
付
け
を
悲
劇

と
し
て
捉
え
る
の
が
、
伝
統
的
な
図
式
で
あ
る
（
比
較
的
近
年
の
例

と
し
て H

udson

（1994

）
参
照
）。
そ
れ
に
対
し
て
近
年
で
は
、
ス

タ
ー
リ
ン
時
代
の
建
築
様
式
や
建
築
家
の
探
求
を
、
固
有
の
価
値
を

も
つ
も
の
と
し
て
捉
え
直
す
動
き
が
見
ら
れ
る
（
最
も
重
要
な
も
の

は П
аперны

й

（1996

））。

本
稿
も
ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
建
築
学
の
探
求
を
内
在
的
に

捉
え
よ
う
と
す
る
点
で
、
近
年
の
研
究
動
向
と
視
角
を
共
有
す
る
。

こ
こ
で
本
稿
の
結
論
を
前
も
っ
て
示
す
な
ら
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代

の
ソ
連
建
築
学
界
に
お
け
る
「
民
族
的
な
も
の
」
の
探
求
は
、
建
築

学
界
、
さ
ら
に
は
ソ
連
政
治
全
体
に
お
け
る
独
自
の
志
向
性
に
よ
っ

て
、
一
貫
し
て
導
か
れ
て
い
た
。
そ
の
志
向
性
と
は
、「
大
き
な
政

治
」
の
枠
を
超
え
て
、
住
民
の
日
常
生
活
の
あ
り
よ
う
に
強
い
関
心

を
も
つ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
政
治
は
、
テ

ロ
ル
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
の
反
面
に
お
い
て
、
人
々
の
日
常
生
活
を
「
楽
し
く
、
豊
か
に
」

し
よ
う
と
す
る
志
向
も
強
力
に
存
在
し
て
い
た
（Gronow

 2003

）。

は
じ
め
に

「
過
去
の
芸
術
作
品
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
社
会
条
件
の
下

で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
物
質
文
化
に
お
け
る
記
念
碑
や
、
芸
術

上
の
記
念
碑
が
も
っ
て
い
る
形
態
や
用
途
に
は
、
そ
う
し
た
社
会

条
件
の
違
い
が
は
っ
き
り
と
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
人
民

народ

は
常
に
、
そ
れ
ら
の
記
念
碑
や
、
何
よ
り
も
ま
ず
建
築
家

の
手
に
な
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
な
作
品
の
な
か
に
、
そ
の
用
途
の

い
か
ん
に
よ
ら
ず
、
み
ず
か
ら
の
文
化
や
芸
術
を
表
現
し
て
き
た

の
で
あ
る
し
、
お
の
れ
の
歴
史
に
お
け
る
偉
大
な
出
来
事
を
、
石

の
な
か
に
刻
み
つ
け
て
き
た
の
で
あ
る
」（Рзянин 1947: 5

）＊
１。

こ
れ
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
一
九
四
七
年
に
ソ
連
建
築
ア
カ
デ

ミ
ー
出
版
所
で
刊
行
さ
れ
た
、
芸
術
職
業
学
校
の
教
科
書
の
一
節
で

あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
盛
期
で
あ
る
こ
の
時
期
に
、
ソ
連
の
建

築
家
た
ち
は
、
過
去
の
建
築
物
の
研
究
に
多
く
の
関
心
を
払
っ
て
い

た
。
そ
う
し
た
過
去
の
建
築
物
と
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
「
民
族
的
」

な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
教
科
書
に
よ
れ
ば
、「
ソ
連
の
そ
れ
ぞ
れ

の
民
族народ

は
、
新
し
い
も
の
を
創
造
す
る
中
で
、
不
可
避
的

に
み
ず
か
ら
の
民
族
的
なнациональны

й

過
去
に
向
き
合
っ
て

い
る
」（Рзянин 1947: 5

）＊
２。

こ
の
引
用
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
あ

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
地
政
学
と
し
て
の
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
建
築
学

―
―
モ
ス
ク
ワ
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
、北
京

池
田
嘉
郎

 
特
集
―

１ 

社
会
主
義
に
お
け
る
政
治
と
学
知
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農
業
博
覧
会
も
ま
た
、
同
様
の
狙
い
を
も
っ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
博
覧
会
の
一
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
は
、
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。「
ス
タ
ー

リ
ン
憲
法
の
太
陽
の
下
、
偉
大
な
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
人

民
は
誰
も
が
皆
、
世
界
で
最
も
民
主
的
な
権
利
を

享
受
し
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
畑
、
創
造
的
な
労
働
と

文
化
が
富
み
栄
え
、
私
た
ち
の
生
活
は
楽
し
く
豊

か
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
」（Ж

уков 1939: 5

）。

農
民
の
統
合
は
、
多
民
族
国
家
ソ
連
で
は
と
り

わ
け
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
民
族
共

和
国
で
は
、
経
済
に
お
け
る
農
業
の
比
重
が
、
Ｒ

Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
（
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
社
会
主
義

共
和
国
）
よ
り
も
遥
か
に
高
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

各
地
に
お
け
る
農
民
の
「
楽
し
く
豊
か
な
」
生
活

を
伝
え
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
化
さ
れ
た
農
業
の
成
果
を

称
揚
す
る
。
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
の

が
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
の
諸
共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ

オ
ン
な
の
で
あ
っ
た
。

一
九
三
九
年
八
月
の
時
点
で
、
全
連
邦
農
業
博

覧
会
に
は
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
を
の
ぞ
く
一
〇
共
和
国

の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
Ｒ
Ｓ
Ｆ

Ｓ
Ｒ
は
、
州
や
地
域
単
位
の
九
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン

に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ

1. 正門
2. 受付広場
3. 大並木道
4. コルホーズ広場
5. 機械化広場
6. ミチューリン農法菜園
7. 露地栽培地
8. 「若い自然学者」ゾーン
9. 池
10. 休息ゾーン「ジェルジンスキー名称文

化公園」
11. 展示会本部
12. メインパヴィリオン
13. ウズベキスタン・パヴィリオン
14. 極東パヴィリオン
15. シベリア・パヴィリオン
16. レニングラードと北東部パヴィリオン
17. ソヴィエト極北パヴィリオン
18. モスクワ州・トゥーラ州・リャザン州パ

ヴィリオン
19. ウクライナ・パヴィリオン
20. クルスク州・ヴォロネジ州・タンボフ州

パヴィリオン

21. トルクメニスタン・パヴィリオン
22. バシキリア・パヴィリオン
23. 中央諸州パヴィリオン
24. 北カフカースとクリミア・パヴィリオン
25. キルギスタン・パヴィリオン
26. タタールスタン・パヴィリオン
27. タジキスタン・パヴィリオン
28. ベラルーシ・パヴィリオン
29. 沿ヴォルガ・パヴィリオン
30. アゼルバイジャン・パヴィリオン
31. アルメニア・パヴィリオン
32. グルジア・パヴィリオン
33. カザフスタン・パヴィリオン
34. 「若い自然学者」パヴィリオン
35. 出版パヴィリオン
36. 泥炭パヴィリオン
37. 石油パヴィリオン
38. 農業森林土地改良パヴィリオン
39. 砂糖工場
40. 穀物パヴィリオン
41. 綿花パヴィリオン
42. 機械化パヴィリオン
43. 同志スターリン記念碑

44. 水力発電所
45. 養蚕パヴィリオン
46. 園芸パヴィリオン
47. 野菜栽培パヴィリオン
48. 葡萄栽培とワイン醸造パヴィリオン
49. 甜菜パヴィリオン
50. 亜麻・麻・新繊維作物パヴィリオン
51. 採油植物パヴィリオン
52. 工芸作物と薬用植物パヴィリオン
53. 畜産パヴィリオン
54. 獣医学パヴィリオンと人工授精パヴィ

リオン
55. 馬場
56. 家畜飼育場
57. 犬種改良パヴィリオン
58. 狩猟と毛皮獣飼育パヴィリオン
59. 養禽部門
60. 魚養殖部門
61. 動物病院
62. 養兎パヴィリオン
63. 「農村における新しいもの」部門
64. コルホーズ広場の噴水
65. 池畔の「実りの穂」の噴水

66. 第1映画館
67. 第2映画館
68. 軽演劇場
69. 緑の劇場
70. ビール・パヴィリオン
71. アイスクリーム・パヴィリオン
72. リキュール・パヴィリオン
73. 食肉パヴィリオン
74. 缶詰食品パヴィリオン
75. 茶・菓子パヴィリオン
76. 煙草パヴィリオン
77. チャイハナ（中央アジアの茶店）
78. カフェ
79. 東洋料理レストラン
80. 児童用カフェ
81. 第1カフェ
82. 大レストラン
83. 軽食堂
84. パパーニン隊の野営テント
85. 養蜂パヴィリオン
86. 亜熱帯作物温室
87. サーカス

（出典）Жуков 1939.

図 1 1939 年全連邦農業博覧会基本構想

建
築
学
界
に
お
け
る
「
民
族
的
な
も
の
」
の
探
求
も
ま
た
、
そ
う
し

た
生
活
の
現
場
、
生
活
の
実
態
に
対
す
る
建
築
家
と
政
治
家
の
関
心

に
よ
っ
て
、
強
く
後
押
し
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ⅰ 

モ
ス
ク
ワ
の
全
連
邦
農
業
博
覧
会

建
築
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
と
き
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
モ
ス

ク
ワ
の
基
調
は
破
壊
で
あ
っ
た
。
救
世
主
キ
リ
ス
ト
大
聖
堂
や
「
キ

タ
イ
ゴ
ロ
ド
の
壁
」
の
破
壊
が
、典
型
的
な
事
例
で
あ
る
。
つ
い
で
、

三
〇
年
代
半
ば
に
は
モ
ス
ク
ワ
全
体
の
改
造
が
始
ま
っ
た
。
新
た
な

建
物
の
建
設
や
、
新
た
な
様
式
の
創
造
が
活
発
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た

（
池
田 2009; 2010

）。
だ
が
、
三
〇
年
代
も
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、

新
た
な
動
向
が
モ
ス
ク
ワ
の
建
築
に
表
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
建
築
に
お
け
る
「
民
族
的
な
も
の
」
へ
の
関
心
で
あ
る
。
と
く

に
一
九
三
九
年
に
開
か
れ
た
全
連
邦
農
業
博
覧
会
で
は
、
そ
の
動
向

が
顕
著
に
示
さ
れ
た
。

１ 

全
連
邦
農
業
博
覧
会
と
社
会
統
合

全
ソ
連
規
模
の
農
業
博
覧
会
を
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
す
る
と
い
う

案
は
、
一
九
三
五
年
二
月
の
第
二
回
全
連
邦
コ
ル
ホ
ー
ズ
突
撃
作

業
員
大
会
で
提
起
さ
れ
た
。
政
府
は
た
だ
ち
に
こ
れ
を
承
認
し
、

一
九
三
七
年
八
月
一
日
を
開
会
日
と
定
め
た
（Вы

ставочны
е 

2006: 153

）。
そ
の
後
、
一
九
三
七
年
～
一
九
三
八
年
の
大
テ
ロ
ル

に
お
け
る
責
任
者
の
逮
捕
と
工
事
の
や
り
直
し
も
あ
り
、
博
覧
会

の
開
会
は
一
九
三
九
年
に
ま
で
ず
れ
込
ん
だ
（П

аперны
й 1996: 

196

）。
そ
れ
で
も
八
月
一
日
の
開
会
式
に
は
モ
ロ
ト
フ
首
相
を
筆
頭

に
政
府
高
官
が
顔
を
そ
ろ
え
、「
コ
ル
ホ
ー
ズ
体
制
の
偉
大
な
勝
利
」

の
博
覧
会
を
祝
っ
た
。
こ
の
と
き
モ
ロ
ト
フ
が
述
べ
た
よ
う
に
、
結

果
的
に
は
全
連
邦
農
業
博
覧
会
は
、
一
九
二
九
年
秋
に
始
ま
る
全
面

的
農
業
集
団
化
の
一
〇
周
年
を
画
す
る
も
の
と
な
っ
た
（П

равда

（1939 А
вгуст 2: 1

））＊
３。

農
業
集
団
化
の
一
〇
周
年
と
い
う
の
は
あ
と
づ
け
で
あ
っ
た
に
し

て
も
、
一
九
二
〇
年
代
末
以
降
の
「
社
会
主
義
建
設
」
の
ひ
と
つ
の

総
決
算
と
し
て
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
た
し
か
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
博
覧
会
の
テ
ー
マ
が
「
工

業
」
で
は
な
く
「
農
業
」
で
あ
っ
た
の
は
、な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
二
三
年
の
全
ロ
シ
ア
農
業
・
ク
ス
タ
ー
リ
工
業
博
覧
会
や
帝
政

期
の
農
業
博
覧
会
の
よ
う
な
先
行
企
画
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
十
分
な
説
明
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
住
民

の
大
多
数
を
占
め
る
農
民
を
体
制
に
統
合
し
よ
う
と
す
る
、
政
権
の

努
力
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
一
九
三
六
年

一
二
月
に
採
択
さ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
憲
法
は
、
農
民
よ
り
も
労
働
者

に
有
利
で
あ
っ
た
従
来
の
代
議
員
選
出
基
準
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、

農
民
の
体
制
統
合
に
大
き
な
意
欲
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
全
連
邦
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民
地
」
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
反
映
と
し
て
そ
の
展
示
内
容
を
理
解
し

て
い
る
（Рю

терс 2006: 214

）。
そ
う
し
た
植
民
地
主
義
的
な
視
角

が
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
、
ま
た
ソ
連
「
帝
国
」
の
政
治
全
般
に
見

ら
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
視
角
を
前
提

と
し
な
が
ら
も
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
に
お
い
て
建
築
家
や
政
治
家

が
追
求
し
て
い
た
の
は
、
帝
国
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
再
確
認
ば
か

り
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
グ
レ
ッ
グ
・
カ
ス
テ
ィ
ロ
は
、
非
ロ
シ

ア
系
民
族
出
身
の
建
築
家
自
身
が
、
民
族
表
象
を
用
い
た
差
異
化
の

政
治
に
主
体
的
に
関
与
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
も

そ
も
な
ぜ
、「
民
族
」
の
表
象
が
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
建
築
、
ま
た

文
化
一
般
に
お
い
て
重
要
性
を
増
す
の
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
論

じ
ら
れ
て
は
い
な
い
（Castillo 1997

）。
こ
の
問
題
を
掘
り
下
げ
る

た
め
に
、
ラ
ビ
ノ
ヴ
ィ
チ
の
文
章
を
さ
ら
に
見
て
み
よ
う
。「〔
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
〕
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
基
本
的
な
形
象
は
、
住
居
の
形

象
で
あ
っ
て
、
崇
拝
用
の
建
物
〔
宗
教
建
築
物
〕
の
形
象
で
は
な
い
。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は
、
あ
る
程
度
ま
で
は
、
ウ
ズ

ベ
ク
の
人
民
的
な
家
屋
＝
邸
宅
の
原
型
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
喜
び
に
満
ち
た
将
来
の
家
屋
で
あ
る
。
そ
の
性
格
か
ら
言
っ

て
公
共
的
で
あ
る
は
ず
の
建
物
に
、
住
居
な
ら
で
は
の
親
密
さ
が
感

じ
ら
れ
る
の
だ
」（Рабинович 1939: 11

）。

こ
こ
に
あ
る
、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は
人
民
的
な
家
屋
の
原
型
と
な
り

う
る
と
い
う
指
摘
は
、
共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
民
族
的
な
形
象
に

つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
「
家
屋
」
へ
の
こ

の
言
及
は
、
住
民
の
日
常
生
活
に
対
す
る
関
心
が
、
民
族
的
な
形
象

の
根
源
に
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
全
連
邦

農
業
博
覧
会
の
共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
（
お
よ
び
そ
の
他
の
生
産
関

連
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
）
の
中
心
的
な
展
示
テ
ー
マ
は
、
農
業
活
動
を
中

心
に
し
た
、
各
地
の
農
民
・
労
働
者
の
日
常
生
活
で
あ
っ
た
。
展
示

ホ
ー
ル
に
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
農
民
の
写
真
が
飾
ら
れ
、
農
機
具
が
展

示
さ
れ
、
農
作
物
が
陳
列
さ
れ
た＊

４

。
も
と
よ
り
そ
れ
ら
は
現
実
を
著

し
く
美
化
し
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
あ
っ
た
が
、「
大
き
な
政
治
」

よ
り
も
日
々
の
生
活
を
重
視
す
る
視
線
が
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
に

は
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る＊

５

。
一
九
三
〇
年
代
末
の
ソ
連

の
コ
ー
ド
に
お
い
て
、「
民
族
的
な
形
象
」
と
は
、
各
地
の
人
々
の

生
活
そ
の
も
の
の
形
象
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

住
民
の
日
常
生
活
に
対
す
る
関
心
は
、
然
る
べ
き
建
築
上
の
遺
産

が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
共
和
国
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
、
と
く
に
顕
著

な
も
の
と
な
っ
た
。
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
の
建
築
家
ガ
イ
ヌ
ト
ジ
ノ
フ

は
、
自
分
が
建
設
し
た
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
こ
と
も
含
め
、
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る
。

「
タ
タ
ー
リ
ア
、
バ
シ
キ
リ
ア
、
キ
ル
ギ
ジ
ア
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
記
す
必
要
が
あ
る
。

／
こ
れ
ら
の
民
族народы

は
、
傑
出
し
た
建
築
上
の
遺
産
を

も
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
製
作
者
は
、
人
民

の
二
つ
の
自
治
共
和
国
（
タ
タ
ー
ル
ス
タ
ン
、
バ
シ
キ
リ
ア
）
が
、

独
自
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
（
図
１
を
参
照
せ

よ
）。２ 

民
族
的
な
形
象

共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
関
し
て
建
築
家
や
批
評
家
が
最
も

重
視
し
た
の
は
、
い
か
に
し
て
そ
れ
に
「
民
族
的
な
形
象
」

（национальны
й образ

）
を
与
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
と
い
う
箱
自
体
は
展
示
空
間
の
連
な
り
に
す
ぎ
ず
、

特
殊
「
民
族
的
」
な
展
示
空
間
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
に
建
築
家
た
ち
は
、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
「
形
象
」

に
こ
だ
わ
っ
た
（
図
２
を
参
照
せ
よ
）。

た
と
え
ば
タ
タ
ー
ル
自
治
共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
建
築
家
ガ
イ

ヌ
ト
ジ
ノ
フ
は
、
グ
ル
ジ
ア
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
（
建
築
家
は
ク
ル
ジ

ア
ニ
と
レ
ジ
ャ
ヴ
ァ
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
。「
複
合

柱
は
、
装
飾
加
工
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
民
族
的
な

建
築
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
支
柱
と
し
て

用
い
ら
れ
て
お
り
、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
型
の
建
物
の
性
格
に
完
全
に
合

致
し
て
い
る
」。
ま
た
、ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
（
建

築
家
は
ウ
セ
イ
ノ
フ
と
ダ
ダ
シ
ェ
フ
）
の
「
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
に
構

成
さ
れ
た
建
物
に
は
、
記
念
碑
的
な
、
大
理
石
張
り
の
正
面
玄
関
が

あ
る
。
そ
れ
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
建
築
遺
産
の
色
調
を
み
ご
と

に
伝
え
て
い
る
」（Гайнутдинов 1939: 4, 5

）。

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
（
建
築
家
は
ポ
ル
パ
ノ
フ
）

で
は
、
展
示
空
間
と
し
て
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
と
、
民
族
的
な
形
象
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
と
く
に
目
を
ひ
い
た
。
彫
刻
家
ラ
ビ
ノ
ヴ
ィ
チ
は

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
単
純
な
『
П
の
字
型
』
の
構
想
に
よ
り
、
中
心
ホ
ー
ル
と

脇
側
の
二
つ
の
展
示
ホ
ー
ル
が
整
然
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る

（
…
…
）。
お
そ
ら
く
こ
の
立
体
構
成
は
、
い
か
な
る
特
殊
民
族
的

な
特
徴
も
有
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
型
の
ど

ん
な
現
代
建
築
に
対
し
て
も
わ
れ
わ
れ
が
求
め
る
で
あ
ろ
う
要
請

に
、
完
全
に
応
え
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
の
形
象
は
深
く
民
族
的
な
の
で
あ
る
〔
強
調
は
原
文
〕

（
…
…
）。
小
さ
な
奥
ま
っ
た
い
く
つ
か
の
入
り
口
と
な
め
ら
か
な

壁
と
の
こ
の
結
び
つ
き
は
、
粘
土
に
切
藁
・
砂
・
小
石
な
ど
を

こ
ね
て
作
っ
た
壁
『
ド
ゥ
ヴ
ァ
ル
』
を
す
ぐ
さ
ま
想
起
さ
せ
る

（
…
…
）。
絨
毯
模
様
の
中
庭
は
、
噴
水
や
あ
ず
ま
や
と
一
緒
に

な
っ
て
、
伝
統
的
な
ウ
ズ
ベ
ク
の
小
さ
な
中
庭
に
見
る
も
の
を
誘

う
か
の
よ
う
で
あ
る
」（Рабинович 1939: 9-10

）。

民
族
的
な
形
象
に
対
す
る
こ
の
関
心
は
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
モ
ニ
カ
・
リ
ュ
ー
タ
ー
ス
は
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
を

「
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
場
と
し
て
捉
え
、首
都
と
「
植
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の
民
族
的
な
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の

民
族народы

の
創
造
活
動
に
お
け
る
、
本
質
的
な
形
象
を
探
究

す
る
な
か
で
、建
築
家
た
ち
は
、も
っ
ぱ
ら
生
活
用
品
、ク
ス
タ
ー

リ
〔
半
農
半
工
の
職
人
〕
の
製
品
、
図
柄
、
装
飾
、
刺
繍
、
彫
刻

模
様
、
打
ち
出
し
模
様
を
学
ぶ
こ
と
で
霊
感
を
得
た
。
そ
う
し
て

建
築
の
な
か
に
、
そ
れ
ら
の
も
つ
繊
細
で
、
容
易
に
は
捉
え
に
く

い
民
族
的
色
調
を
再
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」。

こ
の
よ
う
に
記
し
た
の
ち
、
ガ
イ
ヌ
ト
ジ
ノ
フ
は
次
の
よ
う
に
結

論
づ
け
た
。「
こ
れ
は
タ
タ
ー
リ
ア
、
バ
シ
キ
リ
ア
、
キ
ル
ギ
ジ
ア
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
、
失
わ
れ
た
民
族
建
築
復
興
の
複
雑
な
過
程
に

お
け
る
第
一
歩
で
あ
る
」（Гайнутдинов 1939: 6
）。し
た
が
っ
て
、

全
連
邦
農
業
博
覧
会
の
共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は
、
ソ
連
各
地
の
民

族
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
も
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
―
―
エ

ス
ニ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、「
ソ
連
の
一
員
に
な
る
」
と

い
う
意
味
で
は
公
民
的
な
も
の
で
も
あ
る
―
―
に
主
体
的
に
参
加
す

る
た
め
の
、
重
要
な
場
な
の
で
あ
っ
た＊

６

。

３ 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
の

　

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン

こ
こ
ま
で
引
用
し
て
き
た
文
章
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
非
ス
ラ
ヴ
系
の

共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
ば
か
り
が
触
れ
ら
れ
て
い
た
。
で
は
、
ス
ラ

ヴ
系
共
和
国
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、ベ
ラ
ル
ー
シ
、Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
）
の
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
で
は
、
民
族
的
な
形
象
の
探
求
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
（
建
築
家
は
タ
ー
ツ
ィ
ー
）
は
、

民
族
的
な
形
象
に
満
ち
て
い
る
点
で
は
非
ス
ラ
ヴ
系
の
パ
ヴ
ィ
リ

オ
ン
に
近
か
っ
た＊

７

。
当
時
の
案
内
書
に
よ
れ
ば
、「
花
咲
く
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は
、
た
わ
わ

に
実
っ
た
黄
金
の
小
麦
の
穂
、
そ
れ
に
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
入
り
口
を

縁
取
る
色
鮮
や
か
な
民
族
的
な
装
飾
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
て
い
る
」

（Всесою
зная 1940: 10

）。

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
（
建
築
家
は
バ
ル
ヒ
ン
、
シ
ン
ビ

ル
ツ
ェ
フ
）
は
、
よ
り
民
族
的
な
形
象
に
乏
し
か
っ
た
。
た
し
か
に

壁
面
の
装
飾
に
は
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
刺
繍
の
柄
」
が
用
い
ら
れ
て
い

た
（Рабинович 1939: 13

）。
だ
が
、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
関
す
る

同
時
代
人
の
説
明
で
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
個
別
の
民
族
共
和
国
で
あ

る
以
上
に
、
ソ
連
全
体
に
と
っ
て
の
軍
事
的
拠
点
、「
西
部
国
境
の

前
哨
」
で
あ
っ
た
（Ж

уков 1939: 22

）。そ
れ
に
対
応
し
て
、パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
の
正
面
に
立
つ
彫
像
も
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
婦
と
国
境
警
備
隊

員
」
で
あ
っ
た
（Вы

ставочны
е 2006: 427

）＊
８。

Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
の
諸
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
も
、
民
族
的
な
形
象
は
よ
り
控

え
目
で
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
建
築
学
院
の
教
授
で
建
築
史
家
の
ア
ル

キ
ン
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る＊

９

。「
民
族
共
和
国
の
パ
ヴ
ィ
リ

オ
ン
と
際
立
っ
た
対
照
を
な
す
の
が
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
北
東
部

図 2 全連邦農業博覧会（1939 年）のパヴィリオン

（出典）1，2，7は Архитектура CCCP 10（1939）よりC.6，10，13。3〜6は Жуков（1939）よりC.24，25，37，38。

1. グルジア・パヴィリオン

5. レニングラードと北東部
パヴィリオン。正面に立つの
は暗殺されたレニングラード
の指導者キーロフの像

6. 沿ヴォルガ・パヴィリオン。騎馬像は
内戦の英雄チャパーエフ

7. バシキリア・パヴィリオン（手前）と
トルクメニスタン・パヴィリオン（奥）

2. ウズベキスタン・パヴィリオン

3. ウクライナ・パヴィリオン

4. ベラルーシ・パヴィリオン
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Ⅱ 

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
復
興

ロ
シ
ア
建
築
の
民
族
的
伝
統
と
い
う
問
題
設
定
が
、
ソ
連
建
築
学

界
で
確
固
た
る
地
歩
を
占
め
る
の
は
、
独
ソ
戦
を
経
て
の
こ
と
で
あ

る
。
モ
ス
ク
ワ
で
は
一
九
三
四
年
、
旧
ド
ン
ス
コ
イ
修
道
院
に
ソ
連

建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
付
属
建
築
博
物
館
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と

は
別
に
カ
リ
ー
ニ
ン
通
り
（
現
ヴ
ォ
ズ
ド
ヴ
ィ
ジ
ェ
ン
カ
通
り
）
に

ロ
シ
ア
建
築
（русская архитектура

）
博
物
館
が
開
か
れ
た
の

は
、
そ
の
端
的
な
現
れ
で
あ
っ
た
。
博
物
館
が
置
か
れ
た
建
物
は
タ

ル
ィ
ジ
ン
邸
（
一
七
八
七
年
建
設
）
と
い
っ
て
、
ロ
シ
ア
古
典
主
義

の
代
表
的
建
築
家
カ
ザ
コ
フ
（
一
七
三
八
～
一
八
一
二
）
の
作
品
で

あ
っ
た＊＊

＊

。

ロ
シ
ア
建
築
の
民
族
的
伝
統
に
対
す
る
関
心
が
戦
時
中
に
高
ま
っ

た
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
指
導
部
が
帝
政
期
の
歴
史
・

文
化
・
宗
教
の
動
員
力
に
頼
っ
た
か
ら
で
あ
る
（Brandenberger 

2002: 115-180

）。
だ
が
、そ
う
し
た
関
心
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、

日
常
生
活
の
注
視
と
い
う
、
戦
前
の
ソ
連
政
治
に
す
で
に
見
ら
れ
た

傾
向
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
が
、
ソ
連
、
そ
し
て
ロ

シ
ア
の
日
常
生
活
を
根
底
か
ら
覆
す
戦
争
を
経
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

ロ
シ
ア
そ
の
も
の
の
民
族
的
伝
統
を
問
う
方
向
に
発
展
し
た
の
で
あ

る
。

ロ
シ
ア
建
築
の
民
族
的
伝
統
と
い
う
問
題
意
識
が
打
ち
出
さ
れ

る
上
で
は
、
一
九
四
六
年
一
一
月
二
五
日
に
開
か
れ
た
戦
後
初
の

ソ
連
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
第
七
会
期
が
重
要
で
あ
っ
た
（
第
六
会
期
は

一
九
四
四
年
七
月
）。
こ
の
会
議
で
は
、
今
後
五
年
間
（
一
九
四
六
～

五
〇
年
）
の
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
術
活
動
計
画
が
討
議
さ
れ
た
。

基
調
報
告
の
な
か
で
、
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
会
長
の
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・

ヴ
ェ
ス
ニ
ン
は
、ア
カ
デ
ミ
ー
の
基
本
課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て
、「
ロ

シ
ア
の
都
市
建
設
に
お
け
る
民
族
的
伝
統
に
つ
い
て
」
を
あ
げ
た
。

「
わ
れ
ら
の
諸
都
市
の
成
立
の
歴
史
を
分
析
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の

都
市
建
設
の
進
歩
的
な
伝
統
と
、
現
代
の
仕
事
―
―
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
に

対
す
る
ヴ
ェ
・
ア
・
シ
チ
ュ
ー
セ
フ
の
仕
事
、
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
に
対
す

る
エ
リ
・
ヴ
ェ
・
ル
ー
ド
ネ
フ
の
仕
事
（
…
…
）
―
―
と
を
ひ
と
つ

に
合
わ
せ
る
こ
と
」が
、こ
の
基
本
課
題
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
（О

сновны
е 1947: 3; Веснин 1947: 7, 12

）。

ロ
シ
ア
の
都
市
建
設
の
伝
統
を
考
え
る
際
に
、
最
重
要
都
市
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
の
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
北
西
部
に
位

置
す
る
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
第
二
の
都
で
あ
り
、

一
〇
世
紀
に
つ
く
ら
れ
た
ク
レ
ム
リ
ン
（
城
塞
）
を
は
じ
め
、
歴
史

的
な
建
築
物
が
数
多
く
残
っ
て
い
た
。
だ
が
、
一
九
四
一
年
八
月
か

ら
一
九
四
四
年
一
月
ま
で
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
は
ド
イ
ツ
軍
に
占
領
さ
れ

た
。
住
民
の
一
部
は
逃
げ
、
一
部
は
パ
ル
チ
ザ
ン
と
な
っ
た
。
前
線

が
市
を
通
り
、
町
並
み
は
著
し
く
破
壊
さ
れ
た
。
住
宅
二
三
四
六
棟

の
う
ち
四
〇
の
み
が
残
り
、
歴
史
的
な
建
築
物
も
一
部
損
壊
し
た

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
だ
（
…
…
）。
こ
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は
、ザ
カ
フ
カ
ー

ス
と
中
央
ア
ジ
ア
の
諸
共
和
国
の
鮮
や
か
な
色
彩
と
豊
か
な
装
飾
を

知
ら
な
い
（
…
…
）。
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
整
然
た
る
拱
廊
や
、
そ
の

単
純
で
厳
格
な
古
典
的
な
輪
郭
に
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
建
築
物

の
形
象
が
み
ご
と
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
」（А

ркин 1939

）。

ラ
ビ
ノ
ヴ
ィ
チ
も
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
の
諸
地
域
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
を

他
の
共
和
国
の
も
の
と
は
区
別
し
て
語
っ
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
い
く
つ
か
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
つ
い
て
語
っ
て

き
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
残
り
の
す
べ
て
の
も
の
も
民
族
芸
術
を
活

用
し
て
お
り
、
そ
の
要
素
を
構
成
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
Ｒ
Ｓ
Ｆ

Ｓ
Ｒ
の
州
と
地
方
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
さ
え
も
〔
強
調
は
引
用

者
〕、
外
観
や
内
装
に
人
民
芸
術
を
取
り
入
れ
て
い
る
（
…
…
）。

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
と
北
東
部
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
内
装
で
は
、
ホ
フ

ロ
マ
塗
り
と
キ
ー
ロ
フ
（
ヴ
ャ
ト
カ
）
の
玩
具
の
モ
チ
ー
フ
が
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
」（Рабинович 1939: 12-13

）。

も
と
よ
り
こ
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
諸
地
域

の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
も
民
族
的
な
形
象
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
、
そ
れ
ら
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
外
観
・
内
装
に
お
い
て
は
、
民

族
的
な
観
点
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
連
邦
な
い
し
ソ
連
全
体
の
な
か
で
の

経
済
的
・
地
政
学
的
分
業
の
観
点
の
方
が
、
重
要
で
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
フ
ァ
サ
ー
ド
に
は
、
ク
イ

ブ
ィ
シ
ェ
フ
水
力
発
電
所
の
巨
大
な
絵
が
描
か
れ
て
い
た
し
、
極
東

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は
「
不
屈
の
要
塞
、
ソ
連
防
衛
の
不
敗
の
前
哨
と
し

て
、
こ
の
地
方
を
描
き
出
し
て
い
る
」
と
さ
れ
た
（Ж

уков 1939: 
22,26

）（
し
た
が
っ
て
極
東
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は
、
西
方
の
要
衝
で
あ
る

ベ
ラ
ル
ー
シ
・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
と
対
を
な
し
た
）＊＊

＊

。

Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
諸
地
域（
お
よ
び
ベ
ラ
ル
ー
シ
）の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
が
、

民
族
的
形
象
の
点
で
よ
り
控
え
目
で
あ
っ
た
理
由
は
、
い
く
つ
か
考

え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
ら
は
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
の
諸
州
・
地
域
の
パ

ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
あ
っ
て
、
共
和
国
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
は
な
か
っ
た

か
ら
で
あ
る＊＊

＊

。
第
二
に
、
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
の
諸
地
域
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン

は
、
ソ
連
全
体
の
な
か
で
の
経
済
的
・
地
政
学
的
役
割
を
具
現
化
し

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、
ソ
連
で
は
「
ロ
シ
ア
」
は
、
帝
国

支
配
と
い
う
否
定
的
な
事
象
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
歴
史
や
文
化
に
つ
い
て
、
民
族
的
な

観
点
か
ら
肯
定
的
に
論
じ
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
一
九
三
〇
年
代
末

の
時
点
で
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た＊＊

＊

。

だ
が
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
の
開
会
か
ら
二
年
後
、
そ
の
よ
う
な

動
き
を
一
挙
に
推
し
進
め
る
出
来
事
が
起
こ
っ
た
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
と
の
戦
争
で
あ
る
。
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「
多
く
の
増
築
部
に
取
り
囲
ま
れ
た
、
非
対
称
的
な
建
物
群
の
自
由

で
生
き
生
き
と
し
た
均
衡
」
と
呼
ぶ
。
か
く
し
て
、「
整
然
た
る
対

称
性
と
、
生
彩
あ
る
自
由
性
」
と
い
う
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
二
つ

の
原
理
が
、
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
特
徴
で
あ
る
、
そ
し
て
そ
れ
は
ま

た
、
ロ
シ
ア
建
築
全
般
の
特
徴
で
も
あ
る
、
と
ブ
ル
ノ
フ
は
結
論
づ

け
た
（Брунов 1947: 104

）。

ブ
ル
ノ
フ
は
、
日
常
生
活
へ
の
関
心
を
糸
口
と
し
な
が
ら
、「
対

称
性
と
自
由
性
」
と
い
う
ロ
シ
ア
建
築
の
二
つ
の
伝
統
を
析
出
し

た
。
こ
の
う
ち
、
よ
り
重
視
さ
れ
た
の
は
後
者
で
あ
る＊＊

＊

。
こ
の
「
自

由
性
」
の
重
視
と
い
う
観
点
は
、
戦
後
の
都
市
復
興
に
も
取
り
入
れ

ら
れ
た
。
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
や
そ
の
他
の
都
市
の
復
興
を
論
じ
た
ラ
ヴ
ロ

フ
報
告
「
ロ
シ
ア
都
市
建
設
の
民
族
的
伝
統
」
を
見
よ
う
。

建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
で
こ
の
報
告
テ
ー
マ
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ラ
ヴ

ロ
フ
は
、「
ロ
シ
ア
の
民
族
的
な
都
市
建
設
の
伝
統
の
本
質
」
を
、

「
自
由
な
『
生
彩
あ
る
』
構
成
の
た
め
の
多
様
な
方
法
」
に
見
て
い

た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
建
築
の
古
典
主
義
時
代
（
一
八
世
紀
後

半
～
一
九
世
紀
初
頭
）
の
特
徴
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な
り
「
抽

象
的
な
幾
何
学
主
義
」
の
克
服
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
最

良
の
場
合
、ロ
シ
ア
で
は
規
則
的
に
つ
く
ら
れ
た
都
市
計
画
が
、「
市

域
の
起
伏
の
特
性
や
、
周
囲
の
景
観
と
有
機
的
に
結
び
つ
け
」
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
（Л

авров 1947: 180; Веснин 1947: 12

）。

地
勢
に
対
す
る
こ
う
し
た
配
慮
が
、
空
間
的
な
個
別
性
を
重
視
す

る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ラ
ヴ
ロ
フ
は
ま
た
、
時
間
的
な
個
別
性

を
も
重
視
し
た
。
つ
ま
り
、
個
々
の
都
市
の
歴
史
に
対
す
る
配
慮
で

あ
る
。
ラ
ヴ
ロ
フ
に
よ
れ
ば
、
都
市
復
興
計
画
に
は
、
空
間
と
時
間

の
個
別
性
に
対
す
る
そ
う
し
た
配
慮
が
反
映
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
（
図
３
を
参
照
せ
よ
）。

「
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
歴
史
的
中
心
は
、ク
レ
ム
リ
ン
と
そ
の
ユ
ニ
ー

ク
な
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
で
あ
っ
た
し
、
今
後
も
そ
う
で
あ
ろ
う

（
…
…
）。
だ
が
、
歴
史
的
中
心
と
と
も
に
、
現
代
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の

重
要
な
建
築
物
が
立
ち
並
ぶ
新
し
い
中
心
も
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
行
政
機
関
の
建
物
や
、
演
壇
や
、
現
在
計
画
中
の
大
祖
国
戦

争
の
英
雄
の
た
め
の
巨
大
な
記
念
碑
が
立
ち
並
ぶ
中
央
広
場
が
、

市
の
古
い
中
核
で
あ
る
ク
レ
ム
リ
ン
の
隣
に
構
想
さ
れ
て
お
り
、

両
者
は
構
造
上
緊
密
に
結
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
統
一
が
、
同
市
復

興
の
基
本
的
な
理
念
を
象
徴
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
伝
統
と
、
新
し
い
ソ
ヴ
ィ

エ
ト
的
な
都
市
建
設
の
理
念
と
の
有
機
的
な
結
合
、
継
承
性
で
あ

る
」（Л

авров 1947: 185-186

）。

過
去
の
建
築
物
を
現
代
の
都
市
空
間
に
取
り
込
む
と
い
う
点
で

は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
復
興
計
画
に
は
、
過
去
の
遺
産
を
選
択
的
に
取
り

入
れ
る
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
（
池
田 2010

）
が
表
れ
て

い
た
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
ラ
ヴ
ロ
フ
の
議
論
が
、
各
都
市

の
個
別
性
に
対
す
る
関
心
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
重

（Города 1994: 304-307; Н
овгородская 2000: 53-54

）。

ド
イ
ツ
軍
退
却
後
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
復
興
（
責
任
者
は
シ
チ
ュ
ー

セ
フ
）
と
、
歴
史
的
建
築
物
の
調
査
が
、
ソ
連
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の

大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
建
築
史
・
理
論
研
究

所
で
は
、
戦
時
中
の
一
九
四
四
年
に
「
ロ
シ
ア
建
築
史
セ
ク
タ
ー
」

が
つ
く
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の
セ
ク
タ
ー
が
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
ク
レ
ム

リ
ン
に
あ
る
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
調
査
に
当
た
っ
た
。
一
九
四
四
年

秋
と
四
五
年
秋
の
短
い
調
査
を
経
て
、
一
九
四
六
年
七
月
か
ら
八
月

に
本
格
的
な
調
査
が
行
わ
れ
た
。

建
築
ア
カ
デ
ミ
ー
の
第
七
会
期
で
は
、
建
築
史
・
理
論
研
究
所
の

ブ
ル
ノ
フ
が
報
告
を
行
っ
た
。
調
査
の
大
き
な
課
題
は
、
ソ
フ
ィ
ア

大
聖
堂
の
原
型
と
、
そ
の
後
の
増
築
に
よ
る
変
化
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
解
明
の
過
程
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
北
西
部
の
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
に
お
け
る
、
ロ
シ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
文
化

的
な
影
響
関
係
を
解
き
ほ
ぐ
し
、
か
つ
解
釈
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。
ブ
ル
ノ
フ
に
よ
れ
ば
、ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
石
造
部
は
、

ギ
リ
シ
ア
人
職
人
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
影
響
が

濃
厚
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
よ

う
な
大
規
模
で
長
期
に
わ
た
る
建
築
作
業
は
、「
到
来
し
た
ビ
ザ
ン

ツ
人
の
力
の
み
で
成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
彼

ら
は
ロ
シ
ア
の
生
活
、
ロ
シ
ア
の
生
活
習
慣
、
ロ
シ
ア
の
芸
術
上
の

好
み
、
ロ
シ
ア
の
依
頼
主
の
意
志
を
非
常
に
強
く
考
慮
し
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
」（Брунов 1947: 92, 93

）。

ブ
ル
ノ
フ
の
こ
の
言
葉
に
、
民
族
の
存
在
を
不
変
の
も
の
と
想
定

す
る
、
本
質
主
義
的
な
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る＊＊

＊

。
だ
が
、

こ
の
言
葉
を
排
他
主
義
の
表
れ
と
解
す
る
必
要
も
な
い
。
実
際
彼

は
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
回
廊
に
見
ら
れ
る
半
円
ア
ー
チ
を
、「
西
欧
の

ゴ
チ
ッ
ク
様
式
に
お
け
る
ア
ー
ク
・
ブ
ー
タ
ン
の
原
型
」
と
す
る
よ

う
な
ロ
シ
ア
中
心
主
義
的
な
見
解
を
、「〔
西
欧
跪
拝
と
い
う
極
端
と

並
ぶ
〕
別
の
側
の
極
端
」
と
し
て
一
蹴
し
て
い
る
（Брунов 1947: 

95

）。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、「
ロ
シ
ア
の
生
活
習
慣
」
と
い
う
言
葉

に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
へ
の
関
心
と
い
う
視
角
が
、

「
ロ
シ
ア
的
な
も
の
」
の
遡
及
的
な
追
求
を
支
え
て
い
る
こ
と
の
方

が
重
要
で
あ
る
。

ブ
ル
ノ
フ
は
さ
ら
に
、
日
常
生
活
へ
の
関
心
を
導
き
の
糸
と
し
つ

つ
、
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
変
容
を
「
対
称
性
」
か
ら
「
自
由
性
」
へ

の
展
開
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
〇
四
五
年
に
ソ

フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
建
設
が
開
始
さ
れ
た
と
き
に
は
、「
整
然
た
る
内

部
の
柱
に
よ
る
、調
和
の
と
れ
た
体
系
が
、当
初
の
建
物
の
内
装
を
、

一
段
ま
た
二
段
の
数
多
く
の
小
空
間
に
分
割
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の

小
空
間
は
、
上
部
に
広
が
る
中
央
の
空
間
の
周
り
に
み
ご
と
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
た
（
…
…
）。支
配
し
て
い
る
の
は
対
称
性
で
あ
っ
た
」。

だ
が
、
一
二
世
紀
末
ま
で
に
、「
大
貴
族
の
木
造
邸
宅
や
都
市
民
の

家
屋
が
拡
張
さ
れ
る
よ
う
に
、建
物
は
拡
張
さ
れ
て
い
っ
た（
…
…
）。

日
常
生
活
と
暮
ら
し
の
必
要
性
が
、
み
ず
か
ら
の
勢
力
圏
に
建
物
を

引
き
込
ん
だ
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
」。
ブ
ル
ノ
フ
は
こ
の
状
態
を
、
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古
都
北
京
の
保
護
に
心
血
を
注
い
だ
。
そ
う
し
た
彼
の
軌
跡
は
、
戦

後
の
北
京
に
お
い
て
、
ソ
連
建
築
学
の
発
展
と
交
錯
し
た
の
で
あ
る

（
梁
思
成
に
つ
い
て
は
王
（2008

）
参
照
）。

新
生
中
国
の
建
築
学
界
は
、
ソ
連
の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
た
。

と
り
わ
け
北
京
発
展
計
画
の
策
定
で
は
、
ソ
連
か
ら
派
遣
さ
れ
た
専

門
家
が
大
き
な
発
言
力
を
有
し
た＊＊

＊

。
だ
が
、
ソ
連
の
専
門
家
の
見
解

は
、
必
ず
し
も
一
貫
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ソ
連

建
築
史
が
（
何
よ
り
も
首
都
モ
ス
ク
ワ
に
お
い
て
）
た
ど
っ
て
き
た

諸
階
梯
が
、
北
京
発
展
計
画
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
個
別
に
適
用
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
諸
階
梯
と
は
、
一
九
三
〇
年
代
初
頭

か
ら
半
ば
に
か
け
て
の
破
壊
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
か
ら
末
に
か
け

て
の
改
造
、
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
末
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
「
民

族
的
な
も
の
」
の
探
求
と
過
去
の
建
築
の
保
護
、
で
あ
る
。

ソ
連
の
専
門
家
に
と
っ
て
、
北
京
発
展
計
画
の
基
本
は
「
改
造
」

で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
後
半
の
モ
ス
ク
ワ
改
造

が
、
そ
の
模
範
を
提
供
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
梁
思
成
は
、
北
京
の

旧
城
を
保
護
す
る
た
め
に
、
旧
城
の
外
に
行
政
中
心
区
を
新
た
に
建

設
す
る
よ
う
主
張
し
た
。
だ
が
こ
の
見
解
は
退
け
ら
れ
、
旧
城
内
に

行
政
ビ
ル
の
建
築
が
開
始
さ
れ
た
（
王 2008: 98-122

）＊＊
＊

。
の
み
な

ら
ず
北
京
改
造
は
、
城
壁
の
「
破
壊
」
を
も
伴
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

動
き
に
抗
す
る
た
め
に
、
梁
思
成
が
シ
チ
ュ
ー
セ
フ
に
よ
る
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
復
興
計
画
を
引
き
合
い
に
出
し
た
の
は
示
唆
的
で
あ
っ
た
。「
ど

の
よ
う
に
『
中
国
の
博
物
館
』
で
あ
る
北
京
の
都
城
を
建
設
す
れ
ば

よ
い
か
…
…
我
々
は
ノ
ブ
ゴ
ロ
ド
を
見
習
い
、
シ
チ
ュ
ー
セ
フ
か
ら

学
ぼ
う
」（
王 2008: 130, 135

）。
破
壊
と
改
造
と
い
う
ソ
連
建
築

学
の
初
期
の
趨
勢
と
、
民
族
的
伝
統
の
探
求
と
い
う
よ
り
後
の
趨
勢

が
、
第
二
次
大
戦
後
の
北
京
で
衝
突
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

他
方
で
ソ
連
の
専
門
家
は
、
新
た
に
つ
く
ら
れ
る
建
物
の
様
式
に

お
い
て
は
、「
民
族
的
な
形
式
」
を
強
く
推
奨
し
た
。
最
も
代
表
的

な
例
は
「
大
屋
根
」
式
建
築
、
す
な
わ
ち
西
洋
風
の
ビ
ル
の
上
に
、

四
つ
の
角
が
跳
ね
上
が
っ
た
中
国
式
の
屋
根
を
乗
せ
る
建
築
で
あ

る
。
元
来
モ
ダ
ニ
ス
ト
と
し
て
出
発
し
た
梁
思
成
は
、
当
初
「
大
屋

根
」
式
建
築
を
全
面
的
に
受
け
入
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
ソ

連
専
門
家
に
影
響
さ
れ
、
こ
の
建
築
様
式
を
強
く
支
持
す
る
よ
う
に

な
っ
た
（
王 2008: 157, 182

）。

こ
の「
大
屋
根
」式
建
築
は
、民
族
的
な
様
式
を
追
求
す
る
点
で
は
、

戦
後
ソ
連
に
お
け
る
「
高
層
建
築
」、
い
わ
ゆ
る
ス
タ
ー
リ
ン
様
式

と
通
底
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
、
建
設
さ

れ
る
べ
き
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
宮
殿
の
み
な
ら
ず
、「
太
古
の
ク
レ
ム
リ
ン
、

そ
の
寺
院
と
塔
の
美
し
い
シ
ル
エ
ッ
ト
」
と
も
調
和
す
べ
き
と
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。「
高
層
建
築
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
と
シ
ル
エ
ッ

ト
の
（
…
…
）
創
造
的
な
探
求
は
、
ロ
シ
ア
の
建
築
遺
産
、
そ
の
最

良
の
都
市
建
設
の
伝
統
の
最
も
深
い
把
握
に
基
づ
い
た
、
真
の
革
新

の
道
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
」（Рубаненко 1953: 12, 14

）。

だ
が
、
ソ
連
と
中
国
の
建
築
学
界
に
お
け
る
「
民
族
的
な
も
の
」

の
探
求
は
、
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
に
よ
っ
て
大
き
な
方

視
し
た
い
。実
際
、彼
は
次
の
よ
う
に
も
言
っ
て
い
る
。「
個
別
的
で
、

長
年
に
わ
た
り
讃
え
ら
れ
て
き
た
特
性
を
過
去
に
お
い
て
有
し
、
独

自
の
『
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
的
』『
プ
ス
コ
フ
的
』『
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
的
』『
ヤ

ロ
ス
ラ
ヴ
リ
的
』
な
ど
の
相
貌
を
も
つ
都
市
」
に
と
っ
て
は
、「
ロ
ー

カ
ル
な
特
徴
」
を
探
求
す
る
こ
と
が
、
今
日
も
な
お
「
正
し
く
、
法

則
に
適
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
、と
（Л

авров 1947: 189

）。
こ
の
、

各
都
市
の
空
間
的
・
歴
史
的
な
個
別
性
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
見
解
は
、
日
常
生
活
へ
の
関
心
と
い
う
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
建
築

学
の
志
向
が
た
ど
り
つ
い
た
、
ひ
と
つ
の
到
達
点
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

Ⅲ 

北
京
へ
の
波
及

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
建
築
学
界
は
、
建
築
に
お
け
る
「
民
族

的
な
も
の
」
を
一
貫
し
て
探
求
し
た
。
そ
う
し
た
探
求
は
、
第
二
次

大
戦
後
の
社
会
主
義
圏
の
拡
大
と
と
も
に
、
ソ
連
国
境
を
越
え
て
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
と
く
に
中
華
人
民
共
和
国
で
は
、
都

市
の
近
代
化
に
対
す
る
要
請
が
大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
建
築
に
お
け

る
過
去
の
遺
産
と
ど
う
向
き
合
う
の
か
が
、
真
剣
に
論
じ
ら
れ
た
。

そ
う
し
た
模
索
の
中
心
に
い
た
の
が
、
戦
後
中
国
に
お
け
る
指
導
的

建
築
家
の
一
人
、
梁
思
成
で
あ
る
。
梁
思
成
は
、
青
年
期
に
は
モ
ダ

ニ
ズ
ム
と
中
国
の
伝
統
建
築
を
止
揚
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
戦
後
は

図 3 ノヴゴロド復興計画（ラヴロフ報告の附図）

ヤロスラフ邸跡と交易
所の拱廊（Новгородская 
2000 より）

州庁舎（2008 年 8 月松本
彰氏撮影）

クレムリン（奥に中央広場と
州庁舎。Новгородская 2000
より）

交易所の拱廊（今も修復
が続く。2008 年 8 月撮影）

ヤロスラフ邸跡

クレムリン

州庁舎
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民
族
共
和
国
の
み
を
対
象
に
し
て
い
た
。
だ
が
、
第
二
次
大
戦
の
な

か
で
、
ロ
シ
ア
建
築
の
民
族
的
な
伝
統
に
対
す
る
探
求
も
ま
た
深

ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
ソ
連
「
帝
国
」
の
勢
力
圏
が
拡
大
す
る
と
、
そ

う
し
た
探
求
は
中
国
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
建
築
学
に
よ
る
ユ
ー
ラ
シ
ア
規
模
で
の
「
民
族
的
な

も
の
」
の
探
求
は
、
日
常
生
活
に
対
す
る
関
心
を
絶
え
ず
導
き
の
糸

と
し
て
い
た
。
統
治
者
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
こ
う
し
た
関
心
は
社
会

統
合
と
い
う
目
的
と
不
可
分
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
建
築

学
に
お
け
る
「
民
族
的
な
も
の
」
の
探
求
、
そ
れ
に
日
常
生
活
の
あ

り
方
に
関
す
る
考
察
に
は
、
決
し
て
統
治
者
だ
け
が
関
与
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
中
央
と
地
方
の
建
築
家
や
建
築
学
者
、
さ
ら

に
は
彼
ら
が
建
て
た
建
物
に
暮
ら
し
、
そ
れ
を
日
々
眺
め
て
い
る
無

数
の
人
々
も
ま
た
、
そ
う
し
た
探
求
や
考
察
に
参
加
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
彼
ら
が
日
々
生
活
し
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
る

巨
大
な
空
間
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
で
あ
っ
た
。

か
く
し
て
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
建
築
学
と
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
に
生
き
る
人
々
が
、
自
分
た
ち
の
歴
史
、
文
化
、
生
活
、
そ

れ
に
お
互
い
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
る
思
索
の
総
体
に
、
具

体
的
な
姿
を
与
え
る
学
知
で
あ
っ
た
。
博
覧
会
と
い
う
限
定
さ
れ
た

空
間
に
並
ぶ
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
あ
れ
、
都
市
復
興
の
た
め
に
描
か
れ

た
構
想
図
で
あ
れ
、
戦
後
の
北
京
や
モ
ス
ク
ワ
に
林
立
し
た
高
層
ビ

ル
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
地
政
学
を
具
象
化

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

◉
注

＊
１　

本
稿
で
は
、народ

の
訳
と
し
て
基
本
的
に
「
人
民
」
を
あ
て
る
。

文
脈
に
よ
っ
て
は
「
民
族
」
の
語
も
用
い
る
が
、
そ
の
場
合
は
原
語
も

記
す
。

＊
２　

本
稿
で
は
、национальны

й

の
訳
と
し
て「
民
族
的
」を
あ
て
る
。

＊
３　

一
九
三
九
年
度
の
閉
館
は
一
〇
月
二
五
日
。П

равда

（1939 О
ктябрь 

26: 2

）
参
照
。

＊
４　

博
覧
会
の
開
会
後
も
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
の
西
瓜
や
沿
ヴ
ォ
ル

ガ
の
野
菜
な
ど
が
、
収
穫
に
あ
わ
せ
て
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
輸
送
さ
れ
た
。

П
равда

（1939 А
вгуст 5: 3

）
参
照
。
日
常
生
活
と
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン

の
展
示
物
は
、
演
出
上
は
直
結
し
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い
。

＊
５　

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
政
治
に
お
け
る
日
常
生
活
へ
の
関
心
は
、
革

命
・
内
戦
期
に
お
け
る
生
活
空
間
全
体
の
刷
新
と
い
う
目
標
に
ま
で
遡

る
（
池
田 2007

）。「
民
族
的
な
も
の
」
へ
の
関
心
と
、
日
常
的
な
道
具

に
対
す
る
関
心
の
結
合
と
い
う
観
点
か
ら
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
を
同

時
代
の
日
本
の
民
俗
学
や
民
具
研
究
と
比
較
し
て
み
る
の
も
興
味
深
い
。

民
俗
学
や
民
具
研
究
に
つ
い
て
は
、
竹
中
（2003

）
参
照
。

＊
６　

ネ
イ
シ
ョ
ン
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
定
義
は
、
池
田
（2007: 8-9

）

参
照
。

＊
７　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
デ
ー
タ
は
、

Вы
ставочны

е

（2006: 427, 433

）
参
照
。

＊
８　

全
連
邦
農
業
博
覧
会
の
最
中
に
第
二
次
大
戦
が
始
ま
っ
た
こ
と

で
、
西
部
国
境
の
守
り
手
と
し
て
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
意

義
は
、
実
戦
の
な
か
で
確
か
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
現
実
に

対
応
し
て
、
一
九
四
〇
年
五
月
に
全
連
邦
農
業
博
覧
会
が
再
開
さ
れ
る

と
、
西
部
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
西
部
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ソ
連
領
へ
の
併
合
が
、

向
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
九
五
四
年
一
一
月
三
〇
日
か
ら

一
二
月
七
日
に
か
け
て
開
か
れ
た
全
連
邦
建
築
技
師
会
議
に
お
い

て
、
党
第
一
書
記
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
建
築
計
画
の
規
格
化
と
建
設
費

の
節
約
を
提
唱
し
、
ソ
連
建
築
学
界
の
現
状
を
厳
し
く
批
判
し
た
の

で
あ
る
。『
ソ
連
建
築
』
誌
上
で
は
、「
建
築
の
外
面
的
で
パ
レ
ー
ド

的
な
側
面
へ
の
没
頭
」
が
非
難
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
様
式
も
「
建
築

の
外
面
に
極
度
に
没
頭
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
基
本
的
・
本
質
的
な
機

能
が
犠
牲
に
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
古
典
主
義
の

援
用
（
た
と
え
ば
ポ
リ
ャ
コ
フ
に
よ
る
ヴ
ォ
ル
ガ
＝
ド
ン
運
河
）
で

さ
え
も
、「
復
古
主
義
と
様
式
模
倣
」
と
評
さ
れ
た
（Важ

нейш
ие 

1955: 3,5,6

）。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
こ
の
新
路
線
に
よ
っ
て
、
ソ
連

の
住
環
境
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が
、
ソ
連
時
代

の
代
表
的
な
建
築
学
者
イ
コ
ン
ニ
コ
フ
は
、
建
築
家
に
対
し
て
直
接

に
圧
力
を
か
け
る
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
や
り
方
を
「
真
の
カ
タ
ス
ト
ロ

フ
」
と
呼
ん
だ
（Л

атур 2005: 99

）。
ソ
連
に
お
け
る
こ
の
転
換

は
中
国
に
も
波
及
し
、
梁
思
成
は
復
古
主
義
者
と
難
じ
ら
れ
た
（
王 

2008: 183-194

）。

そ
れ
で
も
、
建
築
に
お
け
る
「
民
族
的
な
も
の
」
の
探
求
と
歴
史

的
建
築
の
保
護
と
い
う
、
梁
思
成
の
基
本
的
な
姿
勢
は
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
一
九
五
八
年
七
月
、
都
市
の
建
設
と
改
造
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
第
五
回
国
際
建
築
家
連
合
世
界
大
会
が
モ
ス
ク
ワ
で
開
か
れ
る

と
（А

рхитектура С
С

С
Р 1958(10): 1

）、
梁
思
成
は
中
華
人
民

共
和
国
建
築
家
協
会
副
会
長
と
し
て
そ
こ
に
出
席
し
て
い
る
。
梁
思

成
が
行
っ
た
報
告
は
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市
の
建
設
と
改
造
」

と
い
う
も
の
で
、
中
国
、
北
朝
鮮
、
日
本
の
事
例
に
基
づ
い
て
、
人

口
の
抑
制
や
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
都
市
計
画
の
諸
問
題
を
概
観
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。「
民
族
的
な
も
の
」
の
探
求
と
は
関
わ
り
が
な
い

よ
う
に
見
え
る
そ
の
報
告
に
は
、
だ
が
一
箇
所
、
異
彩
を
放
つ
箇
所

が
あ
っ
た
。
規
格
化
の
弊
害
と
そ
の
克
服
に
つ
い
て
触
れ
る
な
か

で
、
彼
は
あ
え
て
一
八
世
紀
の
「
古
い
北
京
」
を
例
に
出
し
た
の
で

あ
る
。「
皇
帝
の
宮
殿
か
ら
庶
民
の
あ
ら
ゆ
る
家
屋
に
い
た
る
ま
で
、

す
べ
て
の
建
物
が
定
め
ら
れ
た
規
格
に
し
た
が
っ
て
建
て
ら
れ
て
い

た
（
…
…
）。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
醸
し
出
さ
れ
る
印
象
は
生

き
生
き
と
し
て
多
様
な
も
の
で
あ
る
」（Л

ян С
ы

-Ч
ен 1958: 15

）。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
、
伝
統
的
な
建
築
に
対
す
る
関
心
、
さ
ら
に
は
生

活
空
間
に
対
す
る
関
心
は
、
梁
思
成
が
一
貫
し
て
抱
き
続
け
た
も
の

で
あ
っ
た
。
同
時
に
ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
建
築
学
界
に

お
け
る
一
貫
し
た
探
求
の
軌
跡
も
、
そ
こ
に
は
刻
ま
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。お

わ
り
に

ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
ソ
連
建
築
学
界
で
は
、「
民
族
的
な
も
の
」

の
探
求
が
一
貫
し
て
行
わ
れ
、
次
第
に
そ
の
対
象
範
囲
を
広
げ
て

い
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
末
の
段
階
で
は
、
そ
う
し
た
探
求
は
主
に
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равда

Рабинович, И
. (1939) А

рхитектурны
е м

отивы
 национальны

х 
павильонов. А

рхит
ект

ура СССР 10, pp. 9-13.
Рю

терс, М
оника (2006). С

оветская родина как пространство 

両
共
和
国
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
展
示
に
く
わ
え
ら
れ
た
。
カ
レ
ロ
＝

フ
ィ
ン
共
和
国
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
も
新
設
さ
れ
た
（Ц

ицин 1940: 43, 
46, 59

）。

＊
９　

ア
ル
キ
ン
に
つ
い
て
は
、Ч

иняков

（1958

）
参
照
。

＊
10　

一
九
三
九
年
八
月
一
六
日
に
は
「
ソ
連
の
二
つ
の
国
境
地
域
」
で

あ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
と
極
東
の
代
表
団
が
、
全
連
邦
農
業
博
覧
会
の
軽
演

劇
場
で
合
同
集
会
を
開
い
て
い
る
。П

равда

（1939 A
вгуст 17: 1

）

参
照
。

＊
11　

第
二
次
大
戦
後
、
一
九
五
四
年
に
全
連
邦
農
業
博
覧
会
が
再
開
し

た
際
に
、初
め
て
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｒ
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
が
つ
く
ら
れ
た
（Castillo 

1997: 112-113

）。

＊
12　

一
九
三
〇
年
代
後
半
に
帝
政
期
の
歴
史
・
英
雄
・
文
化
の
復
権
が

徐
々
に
進
ん
だ
（Brandenberger 2002
）。
建
築
学
界
で
の
対
応
す

る
動
き
の
一
例
と
し
て
、
独
ソ
戦
開
始
直
前
に
出
たРзянин

（1941

）

参
照
。

＊
13　

一
九
四
七
年
の
時
点
で
こ
の
博
物
館
は
「
組
織
化
の
段
階
」
に
あ
っ

た
（М

узеи 1947: 323, 329; М
осква 1980: 288, 438

）。

＊
14　

ソ
連
の
民
族
史
研
究
に
お
け
る
本
質
主
義
的
な
傾
向
に
つ
い
て
、

宇
山
（2005

）
参
照
。

＊
15　

ブ
ル
ノ
フ
と
ア
ル
キ
ン
の
共
同
報
告
は
、
ソ
フ
ィ
ア
大
聖
堂
の
特

徴
と
し
て
「
生
き
生
き
と
し
た
自
由
さ
」「
構
成
の
非
対
称
性
」
を
強
調

し
て
い
る
（А

ркин et al. 1947: 75

）。
戦
後
ソ
連
建
築
学
に
お
け
る

「
自
由
性
」「
非
対
称
性
」
の
重
視
は
、
一
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
絵
画
・
文

学
が
、
自
国
の
景
観
の
「
寂
寞
」
の
な
か
に
、
西
欧
と
は
異
な
る
民
族

的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
そ
う
と
し
た
（Ely 2002

）
こ
と
と

重
な
り
合
う
。

＊
16　

ア
ブ
ラ
ー
モ
フ
の
よ
う
に
、
北
京
の
み
な
ら
ず
平
壌
の
都
市
計
画

に
深
く
関
わ
っ
た
建
築
家
も
い
た
（А

брам
ов 1958

）。

＊
17　

高
村
雅
彦
が
言
う
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
支
配
者
の
象
徴
で
あ
る
中

南
海
が
北
京
中
心
部
に
あ
る
以
上
、
行
政
中
心
区
の
移
転
と
い
う
考
え

は
、
中
国
共
産
党
指
導
部
の
受
け
入
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
（
陣
内
ほ
か 1998: 229-230

）。
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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
ソ
連
に
お
け
る
地
理
学
史
に
つ
い
て
、
戦
後
ス
タ
ー

リ
ン
期
を
中
心
に
検
討
す
る
。こ
こ
で
い
う
「
ソ
連
地
理
学
」
と
は
、

あ
く
ま
で
ソ
連
の
中
央
で
あ
る
モ
ス
ク
ワ
と
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
つ

ま
り
、ソ
連
帝
国
の
「
中
核
」）
の
地
理
学
界
で
の
議
論
を
対
象
と
し
、

民
族
共
和
国
を
中
心
と
す
る
ソ
連
の
地
方
（
つ
ま
り
、
ソ
連
帝
国
の

「
周
縁
」）
に
お
け
る
地
理
学
は
考
察
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

多
民
族
帝
国
た
る
ソ
連
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
民
族
領
域
構
造
を
有

し
、
そ
れ
は
一
九
二
四
年
に
開
始
さ
れ
た
民
族
・
共
和
国
境
界
画

定
を
契
機
と
し
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
作
業
は
一
九
三
〇
年
代
に
基

本
的
に
完
了
し
た
。
多
く
の
民
族
に
自
治
領
域
を
付
与
し
た
こ
と

が
ソ
連
帝
国
の
特
殊
性
で
あ
り
、「
連
邦
中
央
＝
民
族
領
域
」
と
い

う
独
特
な
「
中
核
＝
周
縁
」
構
造
が
構
築
さ
れ
た＊

１

。
こ
の
よ
う
な

な
か
で
、
い
か
に
し
て
帝
国
周
縁
の
「
民
族
」
及
び
「
領
域
」
を

区
切
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
初
期
ソ
連
の
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ

と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
課
題
の
解
決
の
担
い
手
と
し
て
民
族

学
（этнограф

ия

）
が
国
家
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
、
民
族
及
び
民

族
領
域
の
分
類
・
区
画
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
提
供
し
た
。

現
に
、
民
族
・
共
和
国
境
界
画
定
時
に
は
上
は
連
邦
構
成
共
和
国
か

ら
下
は
村
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
レ
ベ
ル
に
ま
で
民
族
の
領
域
的
自
治
原
則

多
民
族
領
域
帝
国
ソ
連
に
お
け
る

地
理
学
と
空
間
・
地
域
認
識
―
―
戦
後
ス
タ
ー
リ
ン
期
を
中
心
に

地
田
徹
朗
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